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第3回 秋田の経済 松淵秀和 所長（秋田経済研究所） 
第4回 秋田の将来像 三浦廣巳 会頭(秋田県商工会議所) 
第5回 秋田県の集落支援:由利本荘市の取組 
小野一彦 副市長（由利本荘市） 













について第 3 回「秋田の経済」，第 4 回「秋田の産




















制とした結果，A コース 230 人，B コース 12 人と
なった．なお，C コース選択学生はなかった． 
A コース：菜の花祭り実習． 
4 学科の学生が混在することを基本に 10 人程度
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表2 講義・実習のテーマ（生物資源科学部） 
第1回 ガイダンス（講義の趣旨説明） 
第2回 秋田の将来像 三浦廣巳 会頭(秋田県商工会議所) 
第3回 秋田の社会 渡辺歩 政治経済部長(秋田魁新報社) 
第4回 秋田の経済 松淵秀和 所長（秋田経済研究所） 
第5回 秋田の地域課題 地域学担当委員 
第6回 美郷町の地域状況 松田知己 町長（美郷町） 
第7回 三種町の地域状況  三浦正隆 町長（三種町） 
第8回 現地研修のための討議  地域学担当委員  
第9-12回 ・美郷研修ラベンダー祭  美郷研修の教員団 
 ・三種研修じゅんさい等  三種研修の教員団 
第13回 ワークショップ  地域学担当委員 





































名，三種町 80 名）を決めた． 
美郷町における現地研修． 


















の観光ツールとして整備しつつある QR コードの図１０ 舞妓さんと講師 
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図 11 街並み探索 
図 12 チームで資源探し 
図 13 地元ガイドの説明 
図 15 ミズモと記念写真 
図 16 ラベンダー摘み 
図 14 ラベンダー園の研修 
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表3 研修後の学生評価（美郷町）  ｎ=82 
Q1 ｢地域を知る｣機会となったか？ 
・たいへんそうであった   45 （54.9％） 
・まあそうであった     31 （37.8％） 
・あまりそうでなかった    6 （6.1％） 
・まったくそうでなかった   1 （1.2％） 
Q2 学ぶべきものがあったか？ 
・たいへんあった      30 （36.6％） 
・まああった        46 （56.1％） 
・あまりなかった       5 （6.1％） 
・まったくなかった      1 （1.2％） 
Q3 住民との交流は有意義であったか？ 
・たいへん有意義であった  19 （23.2％） 
・まあ有意義であった    47 （57.3％） 
・あまり有意義でなかった  14 （17.1％） 







































図 17 じゅんさい摘み 
図 18 採れたよ！ 
図 19 住民との語らい 
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表4 研修後の学生評価（三種町）  ｎ=78 
Q1 ｢地域を知る｣機会となったか？ 
・たいへんそうであった   63 （80.8％） 
・まあそうであった     14 （17.9％） 
・あまりそうでなかった    1 （1.2％） 
・まったくそうでなかった   0 （0.0％） 
Q2 学ぶべきものがあったか？ 
・たいへんあった      59 （75.6％） 
・まああった        19 （24.4％） 
・あまりなかった       0 （0.0％） 
・まったくなかった      0 （0.0％） 
Q3 住民との交流は有意義であったか？ 
・たいへん有意義であった  63 （80.8％） 
・まあ有意義であった    15 （19.2％） 
・あまり有意義でなかった   0 （0.0％） 












図 20 メロン農家訪問 
図 21 ハウス内の様子 
図 22 体験終了後，町長説明 
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これらの代表作品（美郷町が 2 作品，三種町が 2












































図 23 ポスター制作 
図 24 プレゼンテーションの様子 
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井徹 准教授（アグリ）の，計 17名である． 
 
 
 平成 29年 11月 30日受付 
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An educational trial of a new subject called “the Akita area study”
of Akita Prefectural University:
Toward the university that took root in the area
Yutaka Arahi1，Kunio Yamaguchi2
1 Department of Agribusiness, Faculty of Bio-resource Sciences, Akita Prefectural University
2Department of Architecture, Faculty of System Science and Technology, Akita Prefectural University
Keywords: Akita area study, Course of the Akita area study, Outside lecturer, Fieldwork, Workshop, COC＋
This article introduces the “Akita Area Study” subject at Akita Prefectural University. In particular, the article records the 2017 activities of the 
newly established Akita Area Study required for all students and included in their core education. The educational aims of Akita Area Study are
to promote attention to and interest in the area where students spend their daily lives and to raise students’ interest in the modern problems of 
their community. The subject takes three educational approaches. The first is lectures by outside experts well versed in community affairs, the 
second is student fieldwork in cooperation with local governments, and the third is an area promotion plan developed by students through a 
workshop. In 2017, implementation of this subject did promote students’ attention to and interest in the community, and it generally produced a 
positive educational effect. At the same time, implementation clarified problems that should be solved.
Correspondence to: Yutaka Arahi, Department of Agribusiness, Faculty of Bio-resource Sciences, Akita Prefectural University, 2-2 Minami,
Ogata-Mura, Minami-Akita-Gun, Akita 010-0444, Japan. E-mail: arahi@akita-pu.ac.jp
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